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汎用並列計算機プロ トタイプお茶の水 5号

超大型汎用計算機の性能向上が飽和の兆候をみせ始め、それにともなうコスト/パーフォーマンス

の増大が頭著となってきた現在、逐次または並列度の低い密結合汎用計算機を置き換えるものとして

,の汎用高並列計算機、ひいては汎用超並列計算機に対する要求が高まりつつある。超並列計算機の汎

用な利用に共有メモリモデルが重要性を持つことは既に広く認知され、SMPが次世代のワークフォー

スとして使われはじめている。超並列の共有メモリ計算機ではコスト/パーフォマンスを低く抑える

ために、システムのスケーラビリティを有するとともに、逐次のシステムに付加可能なほど軽いハー

ドウェアで実現されることが強く求められている。

お茶の水 5号 (OCHANOMIZ‐ 5:Omnipotent Conclllrrency Handling Architecture with Novel

opuMIzers_5)は 、東京大学理学部情報科学科平木研究室における並列処理プロジェクト (お茶の水

1～ 7号)の第 5号プロトタイプ計算機であり、広域理学 (超並列計算システム)の一環として研究

開発された。お茶の水 5号では、ディレクトリベー不のハードウェア分散共有メモリが非常に軽いハー

ドウェアで実現される。私達が提案したハードウェア分散共有メモリ方式では、メモリ共有を管理す

るディレクトリ方式と、プロセッサ間を結合するネットワークが協調することにより、大規模システ

ムまでのスケーラビリティを実現する。

お茶の水 5号では、実際にプロトタイプハードウェアおよびシステムソフトウェアの製作を通して、

並列計算機アーキテクチャ、オペレーティングシステム、プログラミング言語、アルゴリズム、アプ

リケーションなどの高速化の研究を行っている。さらに、スケーラブル並列計算機システムの性能評

価お―よび新機構の評価を可能とするため、スケーラブルな階層構造ネットワーク、分散共有メモリ、

プロセッサベース同期機構、メモリベース同期機構、高機能ネットワークといった先進的な機能/機

構を備えている。主要部品にFPGA(Field Programmable Gate Array)を 使用することでそれらの

機能/機構の実験のためのテストベッドとしての使用も可能となつている:::
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